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ニカメガ幼虫の黄きょう病菌による死亡と温度の関係※

近　木　英 哉（応用昆虫学研究室）

　　　　　　　　　　　　　亘1d．eya　CHIKAKI

On　the　re1ation　between　the血orta1ity　of　the　rice－stem　borer

　（o舳o舳〃rθ舳肌WALKER）fro皿亡he　ye11ow　muscard1ne

　　　　　d1sease　ana　the　env1ron瓜enta1te1nperature

　　　　　　　工　緒　　　　　言

　ニカメイガ幼虫の越冬期間中に起る死亡原因の中に，

病原性微生物，とくに黄ぎ工う病菌1・α・5α∫α曲・・αの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
感染による死亡率が非常に高いことは，すでに深谷，立

　　　（13）（14）　　　（6）　　（16）（17）（8）（9）　　　　（11）

石その他，釜野その他、和田，三浦，深谷その他などに

よって明かにされていて，野外におげる感染個体の実

態，黄ぎょう菌の発育と温度、病徴のあらわれかた及び

その時問的な関係，越冬幼虫の時期的経遇と幼虫の体

液，幼虫体液中におげる黄ぎょう菌胞子の発芽管の伸長

速度などについても詳綱な研究がなされている。一筆者は

1958年の秋親稲の刈取り時期にニカメイガ幼虫を圃場

から採集し・黄ぎょう病菌の分生胞子を接種した後，幼

虫の死亡時問と環境温度との関係を調査、その緒果を報

告する。この調査に終始協カしたミ浦正氏に深く感謝す

る。

　　　　　　　皿　実験材料と方法

　黄きょう病菌は・筆者の研究室で二カメイガ幼虫から

分離培養していたものである。培養には馬鈴薯寒天を用

い，充分胞子形成をさせたものを供試した。

　接種した幼虫は1958年に主として稲の刈株から採集

し，幼虫体の表面は昇禾水で消毒したうえ，飼育藁も殺

菌して，この中に消毒幼虫を保存した．

　胞子接種は・胞子の懸濁液（／鮒申胞予数約400～

500）を作りバ：の申に幼虫を10分間浸漬して体表面に

胞子を付着させる方法をとった。

　胞子接種幼虫は体表面に水滴が付着しているので，幼

虫体を風乾した後，個体別にガラス管に牧容し，綿栓を

してそれを腰高ソヤーレに納め，その中の湿度を大体

100％とし・所定の温度環境中において発病個体を調査
　　　　　　　　（8）（9）
Lた。死亡日は三浦と同様に発病した幼虫が硬化し，外

部から明かに黄ぎょう菌病によるものと判定される目を
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もってした。

　　　　　　　皿　結果と考察

　胞子を接種した幼虫は，14，16，20，24，28叩の各

温の下において死亡個体の発現を調査し，各温度下での

死亡個俸の頻度分布を示したのが第1図である⑭この図．
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　　第1図黄きょう病菌を接種したニカメイガ幼虫

　　　　　　の各温度下におげる死亡目数の頻度分布

によってわかるように，幼虫の収容されている環境温度

が高くなるにつれて，黄ぎょう病菌に感染してから死亡

するまでの日数の個体変異がふさくなる。逆に低温下に

おげるものほど・山型の争布曲線の時間の長い方のすそ

が長くなる．すなわち，低抗性の変異が大きくなってあ

らわれ。る。

　このごとは本実験の場合に隈らず，発育の個体変異の

分布曲線によく見られる．これは接種した分生胞子の活

力が環境温度によって差異を生じ，あるいは接種された
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第1表

」↓」μ↓

　　　0，90　　1，00　　1，／0　　1，20　　1，30　　1，40　　1．50
　　　　　　　　　　　　　　目数の’対数．

　　　　　　　第2図　第1図からえた累積死亡率のProbit直線

黄ぎょう病菌接種後二カメイガ幼虫が　　　　感染を受げた幼虫は多保菌状態かまたは体表面に胞予を

・死亡するまでの目数の続計値　　　　　　　　付着したままで越冬に入ることが多いと考えられるが茅

回帰方程式
死亡目数

温度 個体数

C
平均値標準偏差

28o 100 ク＝／9，569工一14．蘭0 10．60 1．263

24o 100 ク＝／4，2／4工一10．603 ／3．23 2．283

20◎ 100 ダ＝10，826工一7．883 16．11 3．7／2

16。 99 夕＝12，79／工一／／．293 ／8．75 3．68ア

／4o 100 ク＝15，863ヱー16．75ア 24．28 3．508

標準偏差

幼虫の体液が発芽して侵入した菌の発育に影響する結果

であると考えられる。

　この第／図で示した目数と死亡個体との頻度分布を累

嶺死亡率になおし，さらにそれをProbit．に変換して，

時間軸を対数に変換すると直線的傾向を示しているごと

がわかる（第2図，第1表）。すなわち，環境温度によ

るニカメイガ幼虫の黄きょう病菌に対する低抗性の個体．

変異は正規分布に近いことがわかる、

　分生胞子を接痘してから発病死亡するまでの時間は，

温度が低い環境ほど長く要する。ごの関係は，すでに三
　（9）

浦も明かにしている箏

　分生胞子を接種直後28．Cの高温条件下において胞子

の発芽を促進し，後に低温環境下に移した場合は，接種

後からずっと28◎Cより低い温度環境下に勅・た場合よ

り発病は早く，また各低温環境におげる差よりも小さく
　　　　　　（8）
なるごとも三浦は指摘している。

　野外においては，夏から秋にかげて，黄ぎょう病菌の

幼虫体内での菌の発育は，幼虫の越冬場所の気温の影響

と，それに関連する幼虫め体温のために不充分である

が，越冬の後期にいたって気温の上昇とともに発病し。

死にいたるものと考えられる。

　なお，接種した時の菌の濃度や感染の度合によりても

死亡にいたる時間は異ってくるものであることが，さぎ

の三浦’（1959a，b）の実験とこの実験とを併せて検討

してみることにより明かになった、

　　　　　　　IV一要　　　　　約

　越冬期のニカメイガ0舳・・叩p・θ∬α脇W飢魍Rの幼

虫に対し黄ぎょう菌1・α・乙α∫αアユπ・・αDIcKsの分生胞

子を接種して，発病より死亡にいたる時間と，環境温度

との関係を調査した、

　その繕果，

1．黄きょう病菌に感染した幼虫は，その後の環境温度

　の如何によって発病から死亡までの時間が異なり・高

　温では短かいが，低温では長くなる。

2．この菌に対する幼虫の低挽性の個体変異はほとんど

　正規分布曲線に近い型を示す、

3．低温環境にあっては、幼虫の低抗性の個体変異は拡

　がる．

1．青木

2．青木

3．青木
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S遡醐醐雛y

　The　psesent　exper1ments　were㎜ad．e1n　ord－er　to　c1ar1fy　on　the　re1at1on　between　the　mor－

ta11ty　of0舳o舳〃閉3α眺WALKER　by∫3〃1αグ〃1π03α（DIcKs）FR　and　the　enw㎝menta1

teヱnperature．

　The　resu1ts　obta1ned　are　as　fo11ows

l　The11fe　of1arvae　suffer1ng　fro皿the　a1sease1s　shorter　at　h1gher　te㎜pera允ures

2　The　Yar1at1on　curve　of　the　res1stance　of1arvae　to　the　d工sease1s　a1㎜ost　norma1

3　The　var1at1on　of　the　res1stance　of1arvae1s　w1der　at1ower　temperatures


